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はじめに

　前号ではNAB速報と言うことで、今大
会の全体概要、展示会前に開かれたセッシ
ョン、プレスコンファレンスやオープニ
ングセレモニーについて、さらに広大な
LVCCでの各社のブース状況などについて
紹介した。本号と次号の2回にわたり、膨
大で多岐にわたる各社の出展物の状況、展
開が目覚しい超高精細度映像4K/8K、コ
ンテンツ制作系や配信系におけるファイル
ベース化そして次のステップとしての IP
化、あらゆる分野の技術を支える符号化技
術の展開、そして急速に巻き起こってきた
ドローン技術などについて、出展企業毎に
見てみたい。

●ソニー
　今回も“Beyond Defi nition”をテーマ
に掲げ、ファイルベースの制作・配信シス

石田　武久　石田　武久　

NAB 2015レポート（その1）NAB 2015レポート（その1）NAB 2015レポート（その1）

テム構築に向け、効率的コーデックXAVC
フォーマットを提唱し、それに添った機器
やシステム開発を進めている。
　会場随一の広大なブースでは、正面のプ
レゼンテーションステージで4台の4K 
SXRDプロジェクタ“SRX-T615”によ
る映像をエッジブレンディングで繋ぎ、超
ワイドの大画面映像として表示していた（写
1）。ライブコンサートやスポーツなどのイ
ベント中継とかテーマパークや博物館など
での映像利用法として期待される。
　ブース中央のカメラステージには、4K
からHDまでの各種カメラがずらっと展示
されていた。今回主力の4Kカメラについ
ては、ハイエンドモデルの“F-65”や最近
4Kコンテンツ制作で高い実績を上げてい
る“F55”や“F5”、さらに昨年の IBCで
発表し好評の単板型、レンズ交換式でαマ
ウントにも対応するコンパクトなメモリカ
ムコーダ“PXW-FS7”などが並んでいた。

　今回注目の4Kカメラはスポーツ中継に
最適な新型の“HDC-4300”で、事前の
プレスコンファレンスでも大々的にPRし
ていた（写 2）。2/3 型 4K CMOS を新
規開発のプリズムを含む光学系に3枚正
確に固着し、次世代放送の映像規格 ITU-R 
BT.2020に対応し、高精細で広い色域で
の色再現が可能である。また放送業界で広
く使われているB4マウントレンズをカメ
ラ本体に直接装着し、既存のHDカメラの
操作性、運用性を維持したまま4K撮影が
できる。被写界深度が求められるスポーツ
中継などで、奥行きのある競技場で中心部
の選手だけでなく後方の選手達の動きも鮮
明に映すことができる。別売りソフトウェ
アをインストールすればHD映像を最大
400fpsで撮影でき、マルチポートAVス
トレージユニットで記録し8倍速のスロ
ーモーションで再生も可能である。既成の
F55などと同等のシステム構成を取れ、混
在運用も可能だし、世界の放送現場で使わ
れているHDCシリーズのカメラシステム
と組み合わせ4K/HD混在運用も可能で、
HDから4Kへスムースに移行することも
できる。本機の投入により4K制作環境を
拡大し、4K関連市場の普及、拡張を目指
しているのだそうだ。
　HDカメラの注目機種はXDCAMシリ
ーズの新型ショルダーカム“PXW-X320”

写1. 　超ワイド大画面ディスプレイ

写 2.　スポーツ中継に最適の 4K カメラ 写 3. 　HDR 映像表示の有機 ELモニター 写 4.　 IP ライブプロダクション 写 5. 　オプティカルディスクによるアーカイブシステム
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で、1/2インチExmor 3CMOSを搭載し、
F11の高感度と水平1000TV本以上の高
解像度を実現し、XAVC Intra/Long、さら
に世界中で使われているMPEG2 HD422
にも対応する。記録メディアはプロ用の
SxSメモリーカード以外にも民生用XQD、
SDカードも使える。その他の小型カメラ
として、1インチCMOSセンサーを採用
しオプションで4Kに対応するハンディ型
XDCAM の“PXW-X70”や 1/2.3 イン
チ Exmor CMOS（1280万画素）を搭載し、
4K対応とHDモデルの超小型アクション
カメラ“FDR-X1000V”も流行のドロー
ンやヘルメットに装着して展示されていた。
使う映像モニターも多彩だった。注目はフ
ル4K（4096× 2160）対応の有機 EL
パネルを搭載した 30、25、17型のマ
スターモニター“BVM-X”シリーズであ
る（写3）。3G/HD-SDI × 4入力を装備
し、DCI-P3 と BT2020に対応し忠実正
確な色再現性と最近トレンドのHDR（High 
Dynamic Range）表示も可能である。　
　HDRはDolby の項でも後述するが最近
の大きな話題のテクノロジーになっている。
“F65”や“F55”で撮られた映像は広い
ダイナミックレンジと広色域を持っており、
これまでは放送基準に合わせたモニターの
表示に合わせ、高い輝度信号は削っていた。
ところが、有機ELやバックライト制御に
より広いコントラストを実現できるLCD
パネルの開発により高輝度のモニター登場
により、HDR実現の環境が揃ってきた。そ
れにあわせ、今回、ダイナミックレンジと
広い色域をカバーするワークフローで処理
したHDR映像と従来処理の映像を比較表
示していたがその差は明白だった。
　他にピクチャーモニターとしては、4K
対応LCDモデルの“PVM-X300”やHD
対応有機ELの“PVM-A250”、低コスト
のマルチフォーマット対応LCD型のLMD
シリーズも展示されていた。さらに家庭用
の4Kテレビ“Bravia”も並べられていた。
同社はこれからの制作、配信系は IP化して
いくと想定し、信号伝送をSDI から IP化
していくライブプロダクション構想を提案
している（写4）。4Kなど高精細度化によ
りデータ量が一層大きくなると、4K/60p
の信号を伝送するには3G SDI 4本が必要

で、従来通りシステムを組むとケーブル数
が膨大になり煩雑で経費もかさむ。SDI ケ
ーブルを光に置き換え IP伝送することのメ
リットは大きく、今回、独自開発のネット
ワーク・メディア・インターフェースによ
り機器間の信号伝送をケーブル1本で実現
する技術とそれを使った4Kライブスイッ
チャーも技術展示していた。
　実際の展示機器としては、マルチフォ
ーマット対応3M/Eスイッチャー“MVS 
6530”や“MVS 7000X”、ライブなど
で操作性が良くXAVC対応の4K/HDラ
イブサーバ“PWS-4400” や 4K/60pコ
ンテンツを手軽に再生できる小型軽量の
4Kメモリープレイヤー“PMW-PZ1”、さ
らに第2世代ドライブ搭載のオプティカル
ディスクによるアーカイブシステム（写5）
など多彩だった。
　さらにブース奥には最新のカメラ、スイ
ッチャー、モニター類を満載した4K対応
の大型中継車も展示され内部も公開されて
いた。

●パナソニック
　今回、出展の3本柱として「制作向けラ
インナップの拡充」、「P2ワークフロー」、
「4Kと IPで広がる映像活用」を掲げ、制
作向け4Kラインナップが一層拡充されて
いた。
　多種多彩なカメラが展示されていたが、
最大の注目はレンズ一体型ハンドヘルド
タイプ 4K/60p カムコーダ“AG-DVX 
200”である。大判の4/3インチMOS
センサーを搭載し、被写界深度の浅い美し
いボケ味とV-Log L （12 ストップ） によ

りラチチュードが広い4K映像が得られ
る。4K/60p映像をSDカードに収録し、
ダブルカードスロットによりサイマル /バ
ックグラウンド /リレー記録ができ、最大
120fps（フルHD 時）の可変フレームレ
ートも可能である。5 軸ハイブリッド手ブ
レ補正、インテリジェントAF システムも
搭載し、バッテリーや端子部をハッチ型カ
バー内に格納し埃や衝撃から保護する。外
観が赤紫色の特徴的なデザインで、レンズ
一体型ならではの機動性を活かし多様な利
用を目指していると言うことで事前の記者
発表でも熱心にPRしていた（写6）。
　他の4Kカメラとして、昨年デビューし
た4Kカメラレコーダ“Varicam 35” （写
7）は、スーパー35mm単板MOSを搭
載し、高感度、低ノイズ、広い色域とダイ
ナミックレンジで暗部からハイライトまで
的確に表現できる。モジュラー構造のレコ
ーダはHDモデルの“Varicam HS”と共
通で、express P2カードを採用しAVC-
Ultra/Intra 4K/2Kに対応する。順調に実
績を上げており、パナビジョンのCinema
撮影用各種アクセサリーなどを搭載し展示
していた。
　また放送用2/3型レンズが使え4K/2K
対応で長距離光伝送系も実現したスタジオ
カメラ“AK-UC3000”や、同じレンズマ
ウントを搭載し、スポーツ中継や小規模ス

写 6.　注目のハンドヘルド4K カメラ

写7.　ハイエンド4K カメラVaricam 35

写 8.　ミラーレス一眼レフ4K カメラGH4
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タジオ向けの廉価、Box型の4Kマルチパ
ーパスカメラ“AK-UB 300”も展示して
いた。さらに4K/30p動画撮影と共に1
カットを切り出し800万画素の静止画撮
影にも使える小型4Kミラーレスデジタル
一眼レフカメラ“Lumix GH4U”も出展さ
れ、最近の流行のドローンにも装着し展示
されていた（写8）。またスポーツ競技のレ
フェリー向けにも使えそうな4K/30p対
応の超小型ウエアラブルカメラ“HX-A1H”
も展示していた。
　HDカメラについては、P2HDシリーズ
の“AJ-PX5000”に加え、4倍速撮影可
能な放送業務用“AK-HC5000”、ニュー
ス取材用クラウドサービス、ライブストリ
ーミングなどネットワークフローに対応す
る1/3型3MOS（220万画素）を搭載し
microP2カードを採用のショルダータイプ
“AJ-PX380GF”など新製品が出展されて
いた。
　制作系については、ラインナップを拡

対応カメラやレンズ系を展示し、それらを
使って制作したコンテンツを上映していた。
　4Kカメラのラインナップが充実された。
　高い実績を上げてきたEOSシリーズの
中でこれまでHD対応だったC300モデ
ルが大幅に機能、性能アップして4K対応
の“EOS C300 MarkⅡ” として登場した
（写12）。スーパー35mm相当（有効画
素数約885万）CMOSを採用し映像処理
プラットフォーム“Dual DIGIC DV5”を
搭載し、独自のコーデックXF-AVCを記録
モードに応じて使い分け、4K/QFHDおよ
び2K/HDに対応するようになった。記録
メディアには転送速度が従来のCFカード
より3倍以上速い次世代フラッシュメモリ
ーカードCFast 2.0

1） を採用した。
　 従 来 の 8bit か ら ハ イ エ ン ド モ デ
ル“C500” と 同じ 10/12bit に な り、
Canon Logと新しいガンマカーブのLog2
が選択可能となった。ダイナミックレンジ
は15ストップと広くハイライトやシャ
ドーのディテール再現性が良くなった。色
域は全てのモードにおいてBT2020と
Cinema Gamut2） に対応し、色鮮やかな映
像表現が可能である。オートフォーカスは
従来からのデュアルピクセルCMOS AFに
加え、測距エリアを拡大し応答性を最適化

充し IP化を進めるとして、操作性、信頼
性が高く3G/4K対応の2M/E ライブス
イッチャー“AV-HS6000” （写 9）を使
いHarrison NJ. と会場を IPで繋ぎライブ
中継をしていた。さらに放送局の業務を効
率化するクラウドネットワークサービスの
“P2 Cast”も公開していた。4Kコンテン
ツ制作系では、Varicamワークフローのコ
ーナーでAvid による編集、Film Light の
リアルタイムカラーグレーディング・フィ
ニッシングシステム“BASE Light”を使
いカラー調整の実演もしていた。
　4K制作をサポートする映像モニター系
については、高品質のリファレンスモニタ
ーとして31インチ型LCDモデルの“BT-
4LH310を出し実績を上げている。10bit
階調と広視野角の IPS αパネルを搭載し、
デジタルシネマのフル4Kおよび放送系の
QFHD両方の解像度とDCI（P3）色域を
クリアしている（写10）。4K制作現場で
課題のフォーカス合わせをサポートするた
め、ピントが合った映像のエッジを赤く強
調表示し、さらに画面の中央、周囲を4倍
に拡大して表示もできる。3G HD-SDI ×
4、 HDMIに対応し、4K解像度を活かして
画面を4分割しHD映像の表示と同時に波
形やベクトル表示も可能である。
またプロジェクションソリューションとし
て、各種大画面ディスプレイを出展してい
た。LEDバックライトでU HD対応 98
インチと84インチサイズのLQシリーズ
4K LCDディスプレイは、視野角が水平垂
直とも広く高いコントラスト比で明るい環
境下でも鮮明な映像を表示でき、駅や空港、
商業施設などのパブリックスペースや監視
ルームなどに向いているそうだ。その他、
狭ベゼルのマルチ画面構造の大画面ディス
プレイも展示されていた。さらに大画面用
として、3チップDLPや超短焦点1チッ
プDLPプロジェクターが展示されていた。
これら大画面ディスプレイとは別のアプロ
ーチとして、4K市場を拡大すると期待さ
れる20インチ型“TOUGHPAD 4K” （写
11）も展示されていた。

●キヤノン
　◎キヤノンは広大な規模のブースとシア
ターを設け、ラインナップを拡充した4K

写 9.　4K 対応 2M/E スイッチャー

写10.　4Kリファレンスモニター

写11.　4K市場拡大が期待されるタフパッド

写12. 　4K 対応となった“EOS C300 MarkⅡ”

写13.　小型軽量型4K カムコーダ“XC10”

１）ARRI、AJA、Blackmagic、ATOMOSなども採用
２）可視域のほぼ100%をカバーする同社独自の色域
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し、顔検知AFにも対応し、4K撮影時の
フォーカス合せがやりやすくなった。VFは
コントラストや応答性などの点で液晶に勝
る有機EL タイプを採用し、ボディの堅牢
性を高め各種撮影、収音用アクセサリーも
装着しやすくなり操作性も向上した。
　今回初登場の4Kカムコーダ“XC10”
は動画と静止画撮影可能な小型軽量でコ
ンパクトモデルで（写13）、1.0 インチ
CMOSを採用したことで1画素あたりの
面積が大きくなり低照度でもノイズが少な
く、上記機種と同じくDIGIC DV5プラッ
トフォームを搭載し、XF AVCコーデック
と記録系にCFast2.0を採用している。高
解像度の10倍ズームレンズを搭載し、ロ
ーアングルの撮影、車両など狭小スペース
にも設置でき、機動性が求められる映像制
作用に適している。会場では流行のドロー
ンにも実装して展示していた。
　主力のレンズ系については、世界最長の
焦点距離（50～1000mm）と最高倍率
で、ズーム全域で4K高解像度に対応する
高い光学性能を実現した“CINE-SERVO 
CN20× 50”と、最近トレンドの放送
用2/3型4Kカメラに対応する2/3型フ
ィールドズームレンズを出展した。後者は
4K対応としての高い光学性能と従来のHD
放送用機種と同等の運用性、操作性を確保
し、スポーツやコンサート中継などで幅広
い利用が期待される。
　ディスプレイ系については、これまで
4K制作用のリファレンスモニターとして
“DP-V3010”が実績を上げてきたが、制
作現場でより使いやすい高画質モニターへ
の要望に応え、今回新型の“DP-V2410”
を出展した。基本性能は前機種を継承し、
広視野角の IPS液晶パネルと色再現性に優

れたRGBバックライトを搭載し、高解像
度、高コントラスト、と10bit で Canon 
Logガンマに対応し、表示色域はBT.709
とBT.2020に対応する。その上で、モニ
ター画面面積を約2/3、重量比で約50%
と小型軽量化し、可搬性、設置性、あわせ
て操作性も向上させた。また前機種で必要
だった外部ディベイヤーによる現像処理が
不要となり、EOS シリーズカメラの4K 
RAW映像が3G-SDI 一本で直結できるよ
うになった。さらに最近大きなトレンドに
なっているHDR表示も可能になり、後述
するSGOの“Mistika”により加工処理し
たダイナミックレンジの広い映像を表示し
ていた（写14）。このモニターの利用によ
り4K制作が一層高度にしかも効率的にで
きるようになると期待される。

●日立国際電気
　これまでセントラルホールの日本企業グ
ループエリアにブースを構えていたが、今
回はサウスホールに場所を変え、次世代を
見据え多種多彩な8K、4K、2Kカメラを
メインに出展していた。
　4KカメラはNAB初公開となる“SK-
UHD4000”で（写15）、新開発の2/3
インチMOSセンサーを採用し高解像度で
高感度、独自の光学系により忠実な色再現
性を実現し、2/3型B4マウントの採用に
より、既存の放送用HDレンズが使えるた
め、HD制作と同等の操作性で4Kスポー
ツ中継やスタジオ制作が可能である。小型
コンパクトなCCUは4KとHDの同時出
力やHD切り出しもでき、HDカメラとの
混在使用もできる。また独自デジタル映像
処理、光伝送技術、高効率電源技術により
HDカメラ並みに低消費電力化も実現した。

　
　初出展の8Kカメラ“SK-UHD8060”
はNHKと共同開発した2.5インチサイズ
の3300万画素単板CMOSを搭載した
ハンディタイプで、ドッカブル構造により
光伝送アダプターやSSD RAW収録ユニ
ット（2TBで約40分記録可能）の組み
合わせにより様々な運用形態がとれる（写
16）。小形のカメラヘッドはクレーンや汎
用カメラスタビライザーなどにも搭載が容
易で、CCUとは光複合ケーブルで接続し、
運用性、機動性が大幅に向上した。CCU
は 1.5G SDI（1系統）と 3G-SDI（2系
統）の切り替えが可能で、8K DG以外に
も4K、HD出力も可能である。今後、8K
市場の普及、拡大をめざし展開を進めて行
くそうだ。
　HDカメラについても豊富なラインナッ
プの各種モデルが展示されていた。新製
品のフルプログレッシブのマルチスタン
ダードカメラ“SK-HD1300”は、最新
のMOSセンサーを採用し、高感度、高
S/Nを実現した。プロダクションカメラ
“Z-HD6000”は高感度、高S/NのMOS
センサーを搭載しドッカブルスタイルの採
用で光ファイバー、トライアキシャル、ワ
ィアレスなど多様な運用が可能なモデルで
ある。その他、“DK-H100”など各種小型

写14.　4KリファレンスモニターHDR映像

写15.　初公開のB4マウントの 4K カメラ

写16.　ドッカブルタイプの8K カメラ
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タジオ向けの廉価、Box型の4Kマルチパ
ーパスカメラ“AK-UB 300”も展示して
いた。さらに4K/30p動画撮影と共に1
カットを切り出し800万画素の静止画撮
影にも使える小型4Kミラーレスデジタル
一眼レフカメラ“Lumix GH4U”も出展さ
れ、最近の流行のドローンにも装着し展示
されていた（写8）。またスポーツ競技のレ
フェリー向けにも使えそうな4K/30p対
応の超小型ウエアラブルカメラ“HX-A1H”
も展示していた。
　HDカメラについては、P2HDシリーズ
の“AJ-PX5000”に加え、4倍速撮影可
能な放送業務用“AK-HC5000”、ニュー
ス取材用クラウドサービス、ライブストリ
ーミングなどネットワークフローに対応す
る1/3型3MOS（220万画素）を搭載し
microP2カードを採用のショルダータイプ
“AJ-PX380GF”など新製品が出展されて
いた。
　制作系については、ラインナップを拡

対応カメラやレンズ系を展示し、それらを
使って制作したコンテンツを上映していた。
　4Kカメラのラインナップが充実された。
　高い実績を上げてきたEOSシリーズの
中でこれまでHD対応だったC300モデ
ルが大幅に機能、性能アップして4K対応
の“EOS C300 MarkⅡ” として登場した
（写12）。スーパー35mm相当（有効画
素数約885万）CMOSを採用し映像処理
プラットフォーム“Dual DIGIC DV5”を
搭載し、独自のコーデックXF-AVCを記録
モードに応じて使い分け、4K/QFHDおよ
び2K/HDに対応するようになった。記録
メディアには転送速度が従来のCFカード
より3倍以上速い次世代フラッシュメモリ
ーカードCFast 2.0

1） を採用した。
　 従 来 の 8bit か ら ハ イ エ ン ド モ デ
ル“C500” と 同じ 10/12bit に な り、
Canon Logと新しいガンマカーブのLog2
が選択可能となった。ダイナミックレンジ
は15ストップと広くハイライトやシャ
ドーのディテール再現性が良くなった。色
域は全てのモードにおいてBT2020と
Cinema Gamut2） に対応し、色鮮やかな映
像表現が可能である。オートフォーカスは
従来からのデュアルピクセルCMOS AFに
加え、測距エリアを拡大し応答性を最適化

充し IP化を進めるとして、操作性、信頼
性が高く3G/4K対応の2M/E ライブス
イッチャー“AV-HS6000” （写 9）を使
いHarrison NJ. と会場を IPで繋ぎライブ
中継をしていた。さらに放送局の業務を効
率化するクラウドネットワークサービスの
“P2 Cast”も公開していた。4Kコンテン
ツ制作系では、Varicamワークフローのコ
ーナーでAvid による編集、Film Light の
リアルタイムカラーグレーディング・フィ
ニッシングシステム“BASE Light”を使
いカラー調整の実演もしていた。
　4K制作をサポートする映像モニター系
については、高品質のリファレンスモニタ
ーとして31インチ型LCDモデルの“BT-
4LH310を出し実績を上げている。10bit
階調と広視野角の IPS αパネルを搭載し、
デジタルシネマのフル4Kおよび放送系の
QFHD両方の解像度とDCI（P3）色域を
クリアしている（写10）。4K制作現場で
課題のフォーカス合わせをサポートするた
め、ピントが合った映像のエッジを赤く強
調表示し、さらに画面の中央、周囲を4倍
に拡大して表示もできる。3G HD-SDI ×
4、 HDMIに対応し、4K解像度を活かして
画面を4分割しHD映像の表示と同時に波
形やベクトル表示も可能である。
またプロジェクションソリューションとし
て、各種大画面ディスプレイを出展してい
た。LEDバックライトでU HD対応 98
インチと84インチサイズのLQシリーズ
4K LCDディスプレイは、視野角が水平垂
直とも広く高いコントラスト比で明るい環
境下でも鮮明な映像を表示でき、駅や空港、
商業施設などのパブリックスペースや監視
ルームなどに向いているそうだ。その他、
狭ベゼルのマルチ画面構造の大画面ディス
プレイも展示されていた。さらに大画面用
として、3チップDLPや超短焦点1チッ
プDLPプロジェクターが展示されていた。
これら大画面ディスプレイとは別のアプロ
ーチとして、4K市場を拡大すると期待さ
れる20インチ型“TOUGHPAD 4K” （写
11）も展示されていた。

●キヤノン
　◎キヤノンは広大な規模のブースとシア
ターを設け、ラインナップを拡充した4K

写 9.　4K 対応 2M/E スイッチャー

写10.　4Kリファレンスモニター

写11.　4K市場拡大が期待されるタフパッド

写12. 　4K 対応となった“EOS C300 MarkⅡ”

写13.　小型軽量型4K カムコーダ“XC10”

１）ARRI、AJA、Blackmagic、ATOMOSなども採用
２）可視域のほぼ100%をカバーする同社独自の色域
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し、顔検知AFにも対応し、4K撮影時の
フォーカス合せがやりやすくなった。VFは
コントラストや応答性などの点で液晶に勝
る有機EL タイプを採用し、ボディの堅牢
性を高め各種撮影、収音用アクセサリーも
装着しやすくなり操作性も向上した。
　今回初登場の4Kカムコーダ“XC10”
は動画と静止画撮影可能な小型軽量でコ
ンパクトモデルで（写13）、1.0 インチ
CMOSを採用したことで1画素あたりの
面積が大きくなり低照度でもノイズが少な
く、上記機種と同じくDIGIC DV5プラッ
トフォームを搭載し、XF AVCコーデック
と記録系にCFast2.0を採用している。高
解像度の10倍ズームレンズを搭載し、ロ
ーアングルの撮影、車両など狭小スペース
にも設置でき、機動性が求められる映像制
作用に適している。会場では流行のドロー
ンにも実装して展示していた。
　主力のレンズ系については、世界最長の
焦点距離（50～1000mm）と最高倍率
で、ズーム全域で4K高解像度に対応する
高い光学性能を実現した“CINE-SERVO 
CN20× 50”と、最近トレンドの放送
用2/3型4Kカメラに対応する2/3型フ
ィールドズームレンズを出展した。後者は
4K対応としての高い光学性能と従来のHD
放送用機種と同等の運用性、操作性を確保
し、スポーツやコンサート中継などで幅広
い利用が期待される。
　ディスプレイ系については、これまで
4K制作用のリファレンスモニターとして
“DP-V3010”が実績を上げてきたが、制
作現場でより使いやすい高画質モニターへ
の要望に応え、今回新型の“DP-V2410”
を出展した。基本性能は前機種を継承し、
広視野角の IPS液晶パネルと色再現性に優

れたRGBバックライトを搭載し、高解像
度、高コントラスト、と10bit で Canon 
Logガンマに対応し、表示色域はBT.709
とBT.2020に対応する。その上で、モニ
ター画面面積を約2/3、重量比で約50%
と小型軽量化し、可搬性、設置性、あわせ
て操作性も向上させた。また前機種で必要
だった外部ディベイヤーによる現像処理が
不要となり、EOS シリーズカメラの4K 
RAW映像が3G-SDI 一本で直結できるよ
うになった。さらに最近大きなトレンドに
なっているHDR表示も可能になり、後述
するSGOの“Mistika”により加工処理し
たダイナミックレンジの広い映像を表示し
ていた（写14）。このモニターの利用によ
り4K制作が一層高度にしかも効率的にで
きるようになると期待される。

●日立国際電気
　これまでセントラルホールの日本企業グ
ループエリアにブースを構えていたが、今
回はサウスホールに場所を変え、次世代を
見据え多種多彩な8K、4K、2Kカメラを
メインに出展していた。
　4KカメラはNAB初公開となる“SK-
UHD4000”で（写15）、新開発の2/3
インチMOSセンサーを採用し高解像度で
高感度、独自の光学系により忠実な色再現
性を実現し、2/3型B4マウントの採用に
より、既存の放送用HDレンズが使えるた
め、HD制作と同等の操作性で4Kスポー
ツ中継やスタジオ制作が可能である。小型
コンパクトなCCUは4KとHDの同時出
力やHD切り出しもでき、HDカメラとの
混在使用もできる。また独自デジタル映像
処理、光伝送技術、高効率電源技術により
HDカメラ並みに低消費電力化も実現した。

　
　初出展の8Kカメラ“SK-UHD8060”
はNHKと共同開発した2.5インチサイズ
の3300万画素単板CMOSを搭載した
ハンディタイプで、ドッカブル構造により
光伝送アダプターやSSD RAW収録ユニ
ット（2TBで約40分記録可能）の組み
合わせにより様々な運用形態がとれる（写
16）。小形のカメラヘッドはクレーンや汎
用カメラスタビライザーなどにも搭載が容
易で、CCUとは光複合ケーブルで接続し、
運用性、機動性が大幅に向上した。CCU
は 1.5G SDI（1系統）と 3G-SDI（2系
統）の切り替えが可能で、8K DG以外に
も4K、HD出力も可能である。今後、8K
市場の普及、拡大をめざし展開を進めて行
くそうだ。
　HDカメラについても豊富なラインナッ
プの各種モデルが展示されていた。新製
品のフルプログレッシブのマルチスタン
ダードカメラ“SK-HD1300”は、最新
のMOSセンサーを採用し、高感度、高
S/Nを実現した。プロダクションカメラ
“Z-HD6000”は高感度、高S/NのMOS
センサーを搭載しドッカブルスタイルの採
用で光ファイバー、トライアキシャル、ワ
ィアレスなど多様な運用が可能なモデルで
ある。その他、“DK-H100”など各種小型

写14.　4KリファレンスモニターHDR映像

写15.　初公開のB4マウントの 4K カメラ

写16.　ドッカブルタイプの8K カメラ
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ボックス型カメラも並んでいた。

●池上通信機
　“Broadcast Innovation”をテーマに掲
げ、4K LED大画面ディスプレイを壁面一
杯に据付け、迫力ある高精細映像を上映し
人目を集めていた。
　ブース内には4K/8Kテクノノロジーを
メインに多彩な映像ソリューションを展開
していたが、メインのカメラ系については、
主力のUnicam HDシリーズに加え、新型
の4KカメラとNHKと共同開発した小型
軽量の8Kカメラを展示し注目された。前
者は“Real Native 4K”をコンセプトに開
発された新製品で、既存の放送カメラシス
テムの操作性と運用性を継承すべく、2/3
型CMOS を 3板搭載し高精細かつ被写界
深度の深い映像表現を可能とし、スポーツ
中継やスタジオでの運用に適した機種であ
る（写17）。
　後者の8Kカメラについては、2000年
代初め頃NHKが SHVシステムの研究に
着手した頃からカメラ開発に関わって来
た経緯を踏まえ、2004年の第 2世代、
2010年の第3世代の8Kカメラの進展に
貢献してきた。その延長として、今年、第
4世代となる大幅に小型軽量化し、屋外中
継やロケでの運用性を現行カメラシステム
並みに高めた8Kカメラ“SHK-810”を

開発し今回初出展した（写18）。センサー
にスーパー35mmサイズ3300万画素
DG方式  CMOS単板、PLレンズマウン
ト採用のポータブル型で、ヘッドとCCU
は光ファイバーで接続し8K/4K/2K出力
が可能なため、従来機種に比べ大幅に機動
性が向上し、SHV作品の多様性が増した。
　主力のUnicam HDシリーズについては、
従来からの3G対応HDポータブル型で高
画質の“HDK-97C”やARRI と共同開発
したダイナミックレンジが広く高S/N、高
感度の“HDK-97ARRI”など豊富なライン
ナップに、今回、2/3型CMOSを採用し
た高画質カメラ“HDK-65C”と廉価モデ
ルの1/3型3CMOSカメラ“HC-HD300”
が加わった。またこれらHDカメラはベー
スステーション“BS-98”とカメラコント
ロールユニット“CCU-98”を組み合わせ、
4K映像を出力することができるようにな
った。超解像度技術を搭載し、HDカメラ
で4K映像を出力することができるため、
高倍率レンズなど手持ちのHD機材が利用
でき、HDカメラシステムの運用性を維持
したまま4K映像制作が可能になる。
　その他、超高感度カメラとして、ポー
タブル型の“HDK-5500”とコンパク

トBox 型の“HDL-4500”、さらに ナッ
クと共同開発のフルHDの超高速度カメ
ラ“Hi-Motion Ⅱ”も展示していた。多用
途に使える小型カメラについては、1/3型
3CMOSフルHD小型軽量モデル“HDL-
23”、ヘッドとCCUの2ピースタイプで防
振装置付き超小型モデル“HDL-F30”も
展示されていた。
　ディスプレイ、モニター系については、
前述のヒビノ製大型4KLEDディスプレイ
“ChromaVision HCV16” （写19）が評判
になっていたが、同機の主なスペックは画
素ピッチが1.69mm、画面サイズは6.5m
×3,65m（293インチ、画素数はQFHD
（3840 × 2160） で、 輝 度 1000cd/
m2と明るく視野角は水平垂直とも160
度と広く、様々な環境で使える。
　ブース内には有機ELマスターモニター
と各種サイズのLCDモニターが展示され
ていた。前者はダイナミックレンジが広く、
動画応答性が良い有機ELパネルを搭載し
た“HEM-2570W”（25型）と“1770WR”
（17型）で、忠実な色再現性はもちろん
ユーザーマーカやエンベデッド音声出力表
示などマスターモニターとしての機能も持
っている。さらに後述の“Dolby Vision”
に対応するHDR映像も公開していた（写
20）。さらに55インチサイズの8KLCD
モニターとそれを4面張り合わせたマルチ
型大画面8Kディスプレイを使いSHVコ
ンテンツが上映されていた。

●JVC KENWOOD
　今回、カメラ系と映像モニター、ディ
スプレイを出展していた。4Kカメラレコ
ーダは、従来モデルの“GY-HM200”と
NAB初登場の新型ショルダータイプの
“GY-LS300”である。後者は高精細、高
感度のスーパー35mmCMOS（総画素数
1350万）を搭載し、4K/24p、30p に
対応しSDメモリーカードに記録する（写
21）。H.264コーデックで4K撮影時には
150Mbps、HD撮影時には50Mbps 4：2：
2に対応する。大判のセンサーサイズを生
かし高精細で被写界深度の浅い映像表現が
撮影できる。ダイナミックレンジが広く、
明暗差が大きい被写体や低照度の環境下に
おける撮影でも、鮮明で色再現性の高い撮

写19. 　大画面 4K LEDディスプレイ

写 20. 　HDR 映像を表示した有機 ELモニター

写17. 　スポーツ中継向きの 4K カメラ

写18. 　小型軽量のポータブル型8K カメラ
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影が可能でシネマルックの映像が実現でき
る。マイクロフォーサーズマウントを採用
し、アイリス、フォーカス、ズーム、光学
手ブレ補正といった機能が本体から操作可
能で、またマウントアダプターを使えばEF
やPLマウントのシネマレンズにも対応す
る。一方、ハンドヘルド型HDメモリカム
コーダ“GY-HM650”も展示されていたが、
IBCで注目された映像ストリーミング対応
QOSソフト“Zixi”を実装し IP伝送の実
演をしていた。
　ディスプレイ系は、各種サイズのマルチ
フォーマット対応の液晶型モニターも展示
されていたが、今回の注目は同社主力のボ
ックス型DILAディスプレイだった。最近
注目されているHDRに関し、フル4K対
応で70インチサイズのリア型モデルを使
い、暗部から明部まで鮮明で広いダイナミ
ックの映像が表示できることを見せていた
（写22）。小型ボックスサイズの36型フ
ルHD対応のリア型モデルを使い、従来の
映像とHDR映像の比較表示もしていた。

●朋　栄
　今回も“Continuous Innovation”をメ
インテーマに“For-A for a 4K Future”を
サブテーマに掲げ、現在および次世代の放
送メディアの展開を支える多種多彩な展示
をしていた。

　カメラ系については、従
来機種の4K高速度カメ
ラ“FT-ONE OPT”（最大
1000
fps）は、4K に加え HD
収録機能が追加され、HD
の場合、最高1670fpsと
なった。今回の注目は撮影
速度が最大360fps なが
ら前機より大幅に小型コン
パクト化し運用性を改善した“FT-ONE-S”
である（写23）。カメラヘッドを分離型に
小型軽量化し、あわせて防塵、防水機構系
を採用したことにより機動性、運用性が大
幅に向上し、利用範囲がこれまでより広が
る。
　また高感度カメラについては、従来から
の2/3 型 HbCMOS センサー採用の超高
感度HDモデル“FZ-B1”（フローベル製）は、
ノイズ低減策によりこれまで困難だった暗
がりでの撮影がしやすくなり、内部フィル
タ切り替えにより近赤外撮影も可能になっ
た。さらに画像処理技術により暗闇撮影時
のノイズをリアルタイムに除去するノイズ
キャンセラーも参考展示されていた。
　制作、配信系については、4K機器をメ
インに出展していたが、核となるスイッ
チャーは拡張性に優れた2M/Eビデオス
イッチャー“HVS2000”を初出展した
（写24）。標準で24入力 /18出力を最大
48/18まで拡張可能で、3G/4K（オプシ
ョン）、2.5D DVE×8（標準）、3D DVE
× 4（オプション）を装備している。ま
た8K/4K/HD/SD 信号に標準対応し最大
64×64マトリックス構成が可能なルー
ティングスイッチャー“MFR-3000”も初
展示していた。
　コンテンツが高度、多様化するのに応え
るプロセス系については、フレームシン
クロナイザーや4Kカラーコレクト、3G-
SDI 相互レベル変換などに利用するプロセ
ッサー“FA-505/1010”などに加え、今
回、分配器や各種モジュールをラインナッ
プし最新技術を投入して新開発したUSF
シリーズが展示されていた。また4K対応
フレームレートコンバータ“FRC-9000”
やHD映像をリアルタイムで4Kに変換
する超解像付きアップコンバータ“URC-

4000”も公開していた（写25）。さらに
NHKと共同開発したDG SHV信号が出力
可能で、BT.2020とBT.709が選択でき、
59.94/50Hzの切替えも可能な8K/4K/
HD信号発生器の“ESG-8000”も展示さ
れていた。
　ファイルベース化に関しては、ハードウ
エアコーデックを4台搭載し、2CHを同
時エンコードしながら追いかけ再生（デコ
ード）できる機能を装備したクリップサー
バ“MBP-200SX”、さらに2倍速カメラ
再生時に50％スローまたはノーマル再生

写 21.　初登場のショルダー型4K カメラ

写 22. 　DILAディスプレイによるHDR映像

写 23.　大幅に小型軽量化された FT-ONE S

写 24. 　4K 対応 2M/E スイッチャー

写 25. 　超解像付きアップコンバータ

写 26. 　最新の 4K HEVCも展示
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ボックス型カメラも並んでいた。

●池上通信機
　“Broadcast Innovation”をテーマに掲
げ、4K LED大画面ディスプレイを壁面一
杯に据付け、迫力ある高精細映像を上映し
人目を集めていた。
　ブース内には4K/8Kテクノノロジーを
メインに多彩な映像ソリューションを展開
していたが、メインのカメラ系については、
主力のUnicam HDシリーズに加え、新型
の4KカメラとNHKと共同開発した小型
軽量の8Kカメラを展示し注目された。前
者は“Real Native 4K”をコンセプトに開
発された新製品で、既存の放送カメラシス
テムの操作性と運用性を継承すべく、2/3
型CMOS を 3板搭載し高精細かつ被写界
深度の深い映像表現を可能とし、スポーツ
中継やスタジオでの運用に適した機種であ
る（写17）。
　後者の8Kカメラについては、2000年
代初め頃NHKが SHVシステムの研究に
着手した頃からカメラ開発に関わって来
た経緯を踏まえ、2004年の第 2世代、
2010年の第3世代の8Kカメラの進展に
貢献してきた。その延長として、今年、第
4世代となる大幅に小型軽量化し、屋外中
継やロケでの運用性を現行カメラシステム
並みに高めた8Kカメラ“SHK-810”を

開発し今回初出展した（写18）。センサー
にスーパー35mmサイズ3300万画素
DG方式  CMOS単板、PLレンズマウン
ト採用のポータブル型で、ヘッドとCCU
は光ファイバーで接続し8K/4K/2K出力
が可能なため、従来機種に比べ大幅に機動
性が向上し、SHV作品の多様性が増した。
　主力のUnicam HDシリーズについては、
従来からの3G対応HDポータブル型で高
画質の“HDK-97C”やARRI と共同開発
したダイナミックレンジが広く高S/N、高
感度の“HDK-97ARRI”など豊富なライン
ナップに、今回、2/3型CMOSを採用し
た高画質カメラ“HDK-65C”と廉価モデ
ルの1/3型3CMOSカメラ“HC-HD300”
が加わった。またこれらHDカメラはベー
スステーション“BS-98”とカメラコント
ロールユニット“CCU-98”を組み合わせ、
4K映像を出力することができるようにな
った。超解像度技術を搭載し、HDカメラ
で4K映像を出力することができるため、
高倍率レンズなど手持ちのHD機材が利用
でき、HDカメラシステムの運用性を維持
したまま4K映像制作が可能になる。
　その他、超高感度カメラとして、ポー
タブル型の“HDK-5500”とコンパク

トBox 型の“HDL-4500”、さらに ナッ
クと共同開発のフルHDの超高速度カメ
ラ“Hi-Motion Ⅱ”も展示していた。多用
途に使える小型カメラについては、1/3型
3CMOSフルHD小型軽量モデル“HDL-
23”、ヘッドとCCUの2ピースタイプで防
振装置付き超小型モデル“HDL-F30”も
展示されていた。
　ディスプレイ、モニター系については、
前述のヒビノ製大型4KLEDディスプレイ
“ChromaVision HCV16” （写19）が評判
になっていたが、同機の主なスペックは画
素ピッチが1.69mm、画面サイズは6.5m
×3,65m（293インチ、画素数はQFHD
（3840 × 2160） で、 輝 度 1000cd/
m2と明るく視野角は水平垂直とも160
度と広く、様々な環境で使える。
　ブース内には有機ELマスターモニター
と各種サイズのLCDモニターが展示され
ていた。前者はダイナミックレンジが広く、
動画応答性が良い有機ELパネルを搭載し
た“HEM-2570W”（25型）と“1770WR”
（17型）で、忠実な色再現性はもちろん
ユーザーマーカやエンベデッド音声出力表
示などマスターモニターとしての機能も持
っている。さらに後述の“Dolby Vision”
に対応するHDR映像も公開していた（写
20）。さらに55インチサイズの8KLCD
モニターとそれを4面張り合わせたマルチ
型大画面8Kディスプレイを使いSHVコ
ンテンツが上映されていた。

●JVC KENWOOD
　今回、カメラ系と映像モニター、ディ
スプレイを出展していた。4Kカメラレコ
ーダは、従来モデルの“GY-HM200”と
NAB初登場の新型ショルダータイプの
“GY-LS300”である。後者は高精細、高
感度のスーパー35mmCMOS（総画素数
1350万）を搭載し、4K/24p、30p に
対応しSDメモリーカードに記録する（写
21）。H.264コーデックで4K撮影時には
150Mbps、HD撮影時には50Mbps 4：2：
2に対応する。大判のセンサーサイズを生
かし高精細で被写界深度の浅い映像表現が
撮影できる。ダイナミックレンジが広く、
明暗差が大きい被写体や低照度の環境下に
おける撮影でも、鮮明で色再現性の高い撮

写19. 　大画面 4K LEDディスプレイ

写 20. 　HDR 映像を表示した有機 ELモニター

写17. 　スポーツ中継向きの 4K カメラ

写18. 　小型軽量のポータブル型8K カメラ
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影が可能でシネマルックの映像が実現でき
る。マイクロフォーサーズマウントを採用
し、アイリス、フォーカス、ズーム、光学
手ブレ補正といった機能が本体から操作可
能で、またマウントアダプターを使えばEF
やPLマウントのシネマレンズにも対応す
る。一方、ハンドヘルド型HDメモリカム
コーダ“GY-HM650”も展示されていたが、
IBCで注目された映像ストリーミング対応
QOSソフト“Zixi”を実装し IP伝送の実
演をしていた。
　ディスプレイ系は、各種サイズのマルチ
フォーマット対応の液晶型モニターも展示
されていたが、今回の注目は同社主力のボ
ックス型DILAディスプレイだった。最近
注目されているHDRに関し、フル4K対
応で70インチサイズのリア型モデルを使
い、暗部から明部まで鮮明で広いダイナミ
ックの映像が表示できることを見せていた
（写22）。小型ボックスサイズの36型フ
ルHD対応のリア型モデルを使い、従来の
映像とHDR映像の比較表示もしていた。

●朋　栄
　今回も“Continuous Innovation”をメ
インテーマに“For-A for a 4K Future”を
サブテーマに掲げ、現在および次世代の放
送メディアの展開を支える多種多彩な展示
をしていた。

　カメラ系については、従
来機種の4K高速度カメ
ラ“FT-ONE OPT”（最大
1000
fps）は、4K に加え HD
収録機能が追加され、HD
の場合、最高1670fpsと
なった。今回の注目は撮影
速度が最大360fps なが
ら前機より大幅に小型コン
パクト化し運用性を改善した“FT-ONE-S”
である（写23）。カメラヘッドを分離型に
小型軽量化し、あわせて防塵、防水機構系
を採用したことにより機動性、運用性が大
幅に向上し、利用範囲がこれまでより広が
る。
　また高感度カメラについては、従来から
の2/3 型 HbCMOS センサー採用の超高
感度HDモデル“FZ-B1”（フローベル製）は、
ノイズ低減策によりこれまで困難だった暗
がりでの撮影がしやすくなり、内部フィル
タ切り替えにより近赤外撮影も可能になっ
た。さらに画像処理技術により暗闇撮影時
のノイズをリアルタイムに除去するノイズ
キャンセラーも参考展示されていた。
　制作、配信系については、4K機器をメ
インに出展していたが、核となるスイッ
チャーは拡張性に優れた2M/Eビデオス
イッチャー“HVS2000”を初出展した
（写24）。標準で24入力 /18出力を最大
48/18まで拡張可能で、3G/4K（オプシ
ョン）、2.5D DVE×8（標準）、3D DVE
× 4（オプション）を装備している。ま
た8K/4K/HD/SD 信号に標準対応し最大
64×64マトリックス構成が可能なルー
ティングスイッチャー“MFR-3000”も初
展示していた。
　コンテンツが高度、多様化するのに応え
るプロセス系については、フレームシン
クロナイザーや4Kカラーコレクト、3G-
SDI 相互レベル変換などに利用するプロセ
ッサー“FA-505/1010”などに加え、今
回、分配器や各種モジュールをラインナッ
プし最新技術を投入して新開発したUSF
シリーズが展示されていた。また4K対応
フレームレートコンバータ“FRC-9000”
やHD映像をリアルタイムで4Kに変換
する超解像付きアップコンバータ“URC-

4000”も公開していた（写25）。さらに
NHKと共同開発したDG SHV信号が出力
可能で、BT.2020とBT.709が選択でき、
59.94/50Hzの切替えも可能な8K/4K/
HD信号発生器の“ESG-8000”も展示さ
れていた。
　ファイルベース化に関しては、ハードウ
エアコーデックを4台搭載し、2CHを同
時エンコードしながら追いかけ再生（デコ
ード）できる機能を装備したクリップサー
バ“MBP-200SX”、さらに2倍速カメラ
再生時に50％スローまたはノーマル再生

写 21.　初登場のショルダー型4K カメラ

写 22. 　DILAディスプレイによるHDR映像

写 23.　大幅に小型軽量化された FT-ONE S

写 24. 　4K 対応 2M/E スイッチャー

写 25. 　超解像付きアップコンバータ

写 26. 　最新の 4K HEVCも展示
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可能なクリップサーバ“MBP-200PA-DX”
も展示していた。またLTO-6ドライブ搭
載のマルチフォーマット対応でProRes 
422プラグインオプションを追加した新
製品のビデオアーカイブレコーダ“LTR-
200HS6”も展示していた。
　IPソリューション関連では、富士通製
品の IPエンコーダ“IP-920”/デコーダ
“IP9610”および4K/HEVCの最新製品
（写26）に加え、キヤノン製カムコーダ
“XF-205”からのストリームを IP920に
て受信しベースバンドで出力、さらにTS/
TS over IP信号に対応したチェンジオーバ
ースイッチャーも公開した。
　例年人気のバーチャルスタジオ関連では、
従来のクロマキーの品質を越える高精細な
画像合成可能な3G/HDマルチフォーマッ
トのプロセッサー“VRP-100”をNAB初
出展していた。

●アストロデザイン
　他社に先駆け超高精細映像技術に取り組
んできたが、今回8Kおよび4K関係の多
彩な機器を出展していた。注目の8Kカメ
ラ“AH-4800”は、NHK エンジニアリ
ングシステム開発の2.5インチ3300万
画素CMOS単板（ベイヤー画素配列）を
搭載した60p、Cube 型で、駆動系を約
10cm角の筐体に内蔵することで重量2kg
と大幅に小型化した。従来のSHVカメラ
に比べ機動性が高く、PLレンズマウントで

中継番組や水中撮影などで威力を発揮する
（写27）。カメラヘッドと組み合わせる光
伝送アダプター、CCU、ポータブルSSD
レコーダや4K非圧縮SSDレコーダ“HR-
7512”（4台パラ運転で8Kに対応）を展
示していた。さらに他社製カメラにも取り
付けることができる有機ELタイプのフル
HD 高解像度電子ビューファインダー“DF-
3515”も展示されていた。その他、クロス
コンバータ“SD-7073"や長期間の8K撮
影をサポートするバックアップ装置も展示
されていた。
　カメラ系の他にも多種多彩な機器、シス
テムが展示されていたが、4Kを現行HD
放送でも使う技術として注目されたのが、
4KからHD映像を切り出すExtraction/
Downコンバータ“GP4020”である（写
28）。日本テレビ放送網と共同開発したも
ので、4Kカメラ映像からリアルタイムで
2K映像を切り出し、映像を回転させたり
画ブレを補正することができる。電子的に
映像処理し、遅延時間は1フレーム内と小
さく、従来の機械式に比べ、安定性、信頼
性も高く、コストが低価格に済むそうだ。
　その他、4K制作環境において重要な
機器類として、3G/HD-SDI（Dual）と
HDMI（4K/60p 4：2：0）入出力系を持ち、
各種フォーマットやフレーム数、色信号を
変換でき、BT.2020に対応する4Kイン
ターフェース“SD-7073”と、信号波形、
ベクトル、色度図などと4K映像を17イ
ンチサイズの同じ画面内に表示できる4K
波形モニター“WM-3206”、 HD/4Kイン
サーター“HD-1678”などが展示されて
いた。

●富士フイルム
　高精細度対応レンズとして、これまで
8K相当の光学性能のHKシリーズや4K
性能のZKシリーズを出してきた。昨今、
放送界での急速な4Kの展開にあわせ、今
回、放送用2/3インチセンサーカメラをタ
ーゲットにした2機種を出展した。
　ひとつは4Kカメラ対応“UA 80×9”
で、80倍の高倍率ズームで広角9mmか
ら望遠720mmまでの幅広い焦点距離を一
本でカバーし、高解像度、高コントラスト
で色再現性にも優れている（写29）。独自

の光学式防振機構により、足場の悪い場で
も画ブレを補正し、フローティングフォー
カス方式により近距離から遠距離まで鮮明
な映像を撮影できる。スポーツ中継やライ
ブコンサートなどでの利用を狙っているよ
うだ。もうひとつの機種は、4Kカメラに
対応する高い光学性能でポータブル型コン
パクトな22倍ズームの放送用“UA22×
8”である。広角8mmから望遠176mm
までの焦点距離をカバーし、軽量コンパク
トなため、スポーツ中継だけでなく報道分
野など様々な環境で威力を発揮しそうであ
る。さらにHDTV用やシネマ用PLマウン
トレンズなど多彩なモデルもいつも通り展
示されていた。

●ナックイメージクテノロジー・ARRI
　世界のスポーツ中継番組で実績を上げて
いるフルHDウルトラスローモーションカ
メラHi-Motion Ⅱ（最大1000fps）を展
示していた（写30）。ファンクション機
能の拡充、ワイヤレス使用時の操作性向上
などがなされ、ロンドンとソチに続きリオ
（2016）オリンピックでの採用が決まって
いるそうだ。
　同社が代理店をつとめるARRI は、ア
レクサXTを進化させた新製品“ALEXA 
SXT”を出展した。
　ProRes4K、BT2020 ガ ンマに対応
し、アナモフィックレンズを使い簡便にワ
イド映像が撮影できるズームレンズと組み
合わせ展示していた（写31）。また従来機

写 29. 　4K 対応ズームレンズ UA80×9

写 30.　実績高いUltra Hi Motion Ⅱ

写 28. 　HD放送でも使える4K切り出し装置

写 27.　PLマウントCUBE 型 8K カメラ
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種“AMIRA”と同じ4：3センサーを採
用し 0.75fps から最大 200fps（HD）、
4Kなら60fpsまで収録可能な小型モデル
“Alexa mini”も展示されていた（写32）。
ProRes4K、非圧縮ARRI RAWを内蔵の
CFast 2.0カードまたは外部のCodex製 
レコーダに収録できる。さらにアナモフィ
ックレンズを使い内蔵デスクィーズ機能と
組み合わせウルトラワイド映像も出力でき
る。約2.3kgと小型、軽量のためドローン
に装着もでき、水中撮影でも威力を発揮す
るそうだ。
　その他、Angenieux は 4Kカメラ対応
のOptimo Style シリーズPLマウントズ
ームレンズやアナモフィックズームレンズ、
Carl Zeiss の 36 × 24mmの大判セン
サーに対応するコンパクトな短焦点レンズ
“CP.2”や15-30mmズームレンズ“CZ.2” 
などもそれぞれのブースで展示されていた。

●ATOMOS
　製品に日本名をつけることで有名な
ATOMOS（豪）は、今回も“SHOGUN”
や“Ninja”などカメラ一体型レコーダをソ
ニー、パナソニックなど各社カメラに装填
し展示していた（写33）。前者は Japan 
Display の 4K対応 7インチサイズのモ
ニターを装備しHDMI 1.4b と 12G-SDI
により 4K/30p のシネマ DNG、RAW、
ProRes 4Kを1本のケーブルで入出力可
能で、フルHDなら120fpsのHFR記録
も可能で、後者の“NINJA”はコンパクト

な低価格モデルである。同社ブースは毎回
人気スポットだが、今年は会場でも異色の
ドーム様のテント張りのシアター（写34）
の中に設置した大画面ディスプレイで様々
な4K作品を上映し大勢の見学者を集めて
いた。

●Gopro
　スポーツ中継やエンターテインメント番
組などで激しい動きとスピードある映像を
よく眼にする。最近そのような映像撮影向
きの小型カメラが各社から出ているが、そ
の元祖と言えるのがGoproである。今回も
最近の人気を反映し地の利の良い場所にか
なり広いブースを構え、派手目な展示をし
大勢の見学者を集めていた。最新モデルの
“HERO 4”は 4K30p と 2K120p およ
び720 240pのスローモーション撮影が
可能となり、Wi-Fi と Bluetooth が内蔵さ
れリモコン可能で、さらにGoproアプリに

よりスマートフォンやタブレットをライブ
モニターとして使うこともできる。超小型、
軽量で衝撃にも強く防水性もあり、自動車
やオートバイ、ヘリコプターやサーフボー
ド、人体に装着し、空中を飛翔したり高速
で走りながら撮影しSDカードに記録する。
今年はドローンにも装着し見せていた（写
35）。会場では撮影した臨場感あふれる迫
力ある映像が公開されていた。

●Vision Research
　ハイスピードカメラ分野で世界的に高い
実績を持っており、今回はフル4Kハイス
ピードカメラ“Phantom FLEX （写 36）
4K”とフルHD対応で小型、コンパクト
な“Miro" などを出展していた。前者はス
ーパー35mm、12bit CMOSを搭載し低
ノイズ、広ダイナミックレンジと高画質で、
フル4Kで1000fps、HDなら2000fps
の高速度撮影が可能である。Rawデータを
高速、大容量（1TB）の新型フラッシュメ
モリー“シネマグⅣ”に収録する。後者は
1.4kg と小型軽量だがフルHDで 10～
1500fpsの撮影ができ12GBの内蔵メモ
リにRAWデータで記録でき、様々な場で
活躍できる。

●RED Digital Cinema
　創業以来まだ10年と社歴は浅いが、デ

写 31.　性能、機能アップした Alexa SXT

写 32.　4K/60p対応のAlexa mini

写 33.　各社のカメラが並んだステージ状況

写 34.　異色の 4Kドームシアターで作品上映

写 35.　ドローンに装着された超小型4K カメラ

写 36.　ハイスピードカメラFLEX 4K

写 37.　6KセンサーDRAGON塔載 4K カメラ
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可能なクリップサーバ“MBP-200PA-DX”
も展示していた。またLTO-6ドライブ搭
載のマルチフォーマット対応でProRes 
422プラグインオプションを追加した新
製品のビデオアーカイブレコーダ“LTR-
200HS6”も展示していた。
　IPソリューション関連では、富士通製
品の IPエンコーダ“IP-920”/デコーダ
“IP9610”および4K/HEVCの最新製品
（写26）に加え、キヤノン製カムコーダ
“XF-205”からのストリームを IP920に
て受信しベースバンドで出力、さらにTS/
TS over IP信号に対応したチェンジオーバ
ースイッチャーも公開した。
　例年人気のバーチャルスタジオ関連では、
従来のクロマキーの品質を越える高精細な
画像合成可能な3G/HDマルチフォーマッ
トのプロセッサー“VRP-100”をNAB初
出展していた。

●アストロデザイン
　他社に先駆け超高精細映像技術に取り組
んできたが、今回8Kおよび4K関係の多
彩な機器を出展していた。注目の8Kカメ
ラ“AH-4800”は、NHK エンジニアリ
ングシステム開発の2.5インチ3300万
画素CMOS単板（ベイヤー画素配列）を
搭載した60p、Cube 型で、駆動系を約
10cm角の筐体に内蔵することで重量2kg
と大幅に小型化した。従来のSHVカメラ
に比べ機動性が高く、PLレンズマウントで

中継番組や水中撮影などで威力を発揮する
（写27）。カメラヘッドと組み合わせる光
伝送アダプター、CCU、ポータブルSSD
レコーダや4K非圧縮SSDレコーダ“HR-
7512”（4台パラ運転で8Kに対応）を展
示していた。さらに他社製カメラにも取り
付けることができる有機ELタイプのフル
HD 高解像度電子ビューファインダー“DF-
3515”も展示されていた。その他、クロス
コンバータ“SD-7073"や長期間の8K撮
影をサポートするバックアップ装置も展示
されていた。
　カメラ系の他にも多種多彩な機器、シス
テムが展示されていたが、4Kを現行HD
放送でも使う技術として注目されたのが、
4KからHD映像を切り出すExtraction/
Downコンバータ“GP4020”である（写
28）。日本テレビ放送網と共同開発したも
ので、4Kカメラ映像からリアルタイムで
2K映像を切り出し、映像を回転させたり
画ブレを補正することができる。電子的に
映像処理し、遅延時間は1フレーム内と小
さく、従来の機械式に比べ、安定性、信頼
性も高く、コストが低価格に済むそうだ。
　その他、4K制作環境において重要な
機器類として、3G/HD-SDI（Dual）と
HDMI（4K/60p 4：2：0）入出力系を持ち、
各種フォーマットやフレーム数、色信号を
変換でき、BT.2020に対応する4Kイン
ターフェース“SD-7073”と、信号波形、
ベクトル、色度図などと4K映像を17イ
ンチサイズの同じ画面内に表示できる4K
波形モニター“WM-3206”、 HD/4Kイン
サーター“HD-1678”などが展示されて
いた。

●富士フイルム
　高精細度対応レンズとして、これまで
8K相当の光学性能のHKシリーズや4K
性能のZKシリーズを出してきた。昨今、
放送界での急速な4Kの展開にあわせ、今
回、放送用2/3インチセンサーカメラをタ
ーゲットにした2機種を出展した。
　ひとつは4Kカメラ対応“UA 80×9”
で、80倍の高倍率ズームで広角9mmか
ら望遠720mmまでの幅広い焦点距離を一
本でカバーし、高解像度、高コントラスト
で色再現性にも優れている（写29）。独自

の光学式防振機構により、足場の悪い場で
も画ブレを補正し、フローティングフォー
カス方式により近距離から遠距離まで鮮明
な映像を撮影できる。スポーツ中継やライ
ブコンサートなどでの利用を狙っているよ
うだ。もうひとつの機種は、4Kカメラに
対応する高い光学性能でポータブル型コン
パクトな22倍ズームの放送用“UA22×
8”である。広角8mmから望遠176mm
までの焦点距離をカバーし、軽量コンパク
トなため、スポーツ中継だけでなく報道分
野など様々な環境で威力を発揮しそうであ
る。さらにHDTV用やシネマ用PLマウン
トレンズなど多彩なモデルもいつも通り展
示されていた。

●ナックイメージクテノロジー・ARRI
　世界のスポーツ中継番組で実績を上げて
いるフルHDウルトラスローモーションカ
メラHi-Motion Ⅱ（最大1000fps）を展
示していた（写30）。ファンクション機
能の拡充、ワイヤレス使用時の操作性向上
などがなされ、ロンドンとソチに続きリオ
（2016）オリンピックでの採用が決まって
いるそうだ。
　同社が代理店をつとめるARRI は、ア
レクサXTを進化させた新製品“ALEXA 
SXT”を出展した。
　ProRes4K、BT2020 ガ ンマに対応
し、アナモフィックレンズを使い簡便にワ
イド映像が撮影できるズームレンズと組み
合わせ展示していた（写31）。また従来機

写 29. 　4K 対応ズームレンズ UA80×9

写 30.　実績高いUltra Hi Motion Ⅱ

写 28. 　HD放送でも使える4K切り出し装置

写 27.　PLマウントCUBE 型 8K カメラ
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種“AMIRA”と同じ4：3センサーを採
用し 0.75fps から最大 200fps（HD）、
4Kなら60fpsまで収録可能な小型モデル
“Alexa mini”も展示されていた（写32）。
ProRes4K、非圧縮ARRI RAWを内蔵の
CFast 2.0カードまたは外部のCodex製 
レコーダに収録できる。さらにアナモフィ
ックレンズを使い内蔵デスクィーズ機能と
組み合わせウルトラワイド映像も出力でき
る。約2.3kgと小型、軽量のためドローン
に装着もでき、水中撮影でも威力を発揮す
るそうだ。
　その他、Angenieux は 4Kカメラ対応
のOptimo Style シリーズPLマウントズ
ームレンズやアナモフィックズームレンズ、
Carl Zeiss の 36 × 24mmの大判セン
サーに対応するコンパクトな短焦点レンズ
“CP.2”や15-30mmズームレンズ“CZ.2” 
などもそれぞれのブースで展示されていた。

●ATOMOS
　製品に日本名をつけることで有名な
ATOMOS（豪）は、今回も“SHOGUN”
や“Ninja”などカメラ一体型レコーダをソ
ニー、パナソニックなど各社カメラに装填
し展示していた（写33）。前者は Japan 
Display の 4K対応 7インチサイズのモ
ニターを装備しHDMI 1.4b と 12G-SDI
により 4K/30p のシネマ DNG、RAW、
ProRes 4Kを1本のケーブルで入出力可
能で、フルHDなら120fpsのHFR記録
も可能で、後者の“NINJA”はコンパクト

な低価格モデルである。同社ブースは毎回
人気スポットだが、今年は会場でも異色の
ドーム様のテント張りのシアター（写34）
の中に設置した大画面ディスプレイで様々
な4K作品を上映し大勢の見学者を集めて
いた。

●Gopro
　スポーツ中継やエンターテインメント番
組などで激しい動きとスピードある映像を
よく眼にする。最近そのような映像撮影向
きの小型カメラが各社から出ているが、そ
の元祖と言えるのがGoproである。今回も
最近の人気を反映し地の利の良い場所にか
なり広いブースを構え、派手目な展示をし
大勢の見学者を集めていた。最新モデルの
“HERO 4”は 4K30p と 2K120p およ
び720 240pのスローモーション撮影が
可能となり、Wi-Fi と Bluetooth が内蔵さ
れリモコン可能で、さらにGoproアプリに

よりスマートフォンやタブレットをライブ
モニターとして使うこともできる。超小型、
軽量で衝撃にも強く防水性もあり、自動車
やオートバイ、ヘリコプターやサーフボー
ド、人体に装着し、空中を飛翔したり高速
で走りながら撮影しSDカードに記録する。
今年はドローンにも装着し見せていた（写
35）。会場では撮影した臨場感あふれる迫
力ある映像が公開されていた。

●Vision Research
　ハイスピードカメラ分野で世界的に高い
実績を持っており、今回はフル4Kハイス
ピードカメラ“Phantom FLEX （写 36）
4K”とフルHD対応で小型、コンパクト
な“Miro" などを出展していた。前者はス
ーパー35mm、12bit CMOSを搭載し低
ノイズ、広ダイナミックレンジと高画質で、
フル4Kで1000fps、HDなら2000fps
の高速度撮影が可能である。Rawデータを
高速、大容量（1TB）の新型フラッシュメ
モリー“シネマグⅣ”に収録する。後者は
1.4kg と小型軽量だがフルHDで 10～
1500fpsの撮影ができ12GBの内蔵メモ
リにRAWデータで記録でき、様々な場で
活躍できる。

●RED Digital Cinema
　創業以来まだ10年と社歴は浅いが、デ

写 31.　性能、機能アップした Alexa SXT

写 32.　4K/60p対応のAlexa mini

写 33.　各社のカメラが並んだステージ状況

写 34.　異色の 4Kドームシアターで作品上映

写 35.　ドローンに装着された超小型4K カメラ

写 36.　ハイスピードカメラFLEX 4K

写 37.　6KセンサーDRAGON塔載 4K カメラ
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ジタルシネマ分野で高い実績を上げており、
NABでも例年人気スポットになっており、
今回も地の利が良くかなり広いブースで華
麗な展示をしていた。一昨年デビューした
6K（6144×3160）センサー“Dragon”
を搭載したハイエンド機“Epic” （写37）は、
従来の4Kセンサーに比べて格段に解像度
が高く、ダイナミックレンジは16.5スト
ップ以上と広く、さらにノイズ低減策によ
り高画質になった。低照度下での撮影も楽
になり、4Kなら150fpsまでの可変速も
可能になった。

●Dolby
　音響業界の老舗だったが、最近は映像分
野にも参入しており、毎回特徴ある出展を
して人気スポットになっている。今回も
最近最先端テクノロジーとして大きなテ
ーマになっているHDRに関する“Dolby 
Vision”を展示し評判になっていた。元来、
最近の高画質カメラで撮影された非圧縮映
像は、より広色域でダイナミックレンジも
広いが、ポスプロや記録、配信などの行程
を経るごとに、色情報やダイナミックレン
ジが制限されているのが実情である。そこ
でマスター素材に近い輝度、コントラスト、
ダイナミックレンジをテレビやディスプレ
イで再現表示できるように開発されたのが
“Dolby Vision”で、昨年の CES や IBC

などで発表されて以来急速に注目されるよ
うになった。
　“Dolby Vision”は色やダイナミックレ
ンジの伝送についての仕様で、フレームレ
ートや解像度についての制約はないので
4KでもHDにも対応でき、色域について
はBT.2020以上をカバーできる。“Dolby 
Vision”の実現には、コンテンツ制作、配信、
表示各段階での処理が必要となる。実際に
“Dolby Vision”対応の映像と従来のまま
の映像の比較が公開されていたがその差は
歴然としていた（写38）。Dolby Vision“対
応の映像表示は、池上通信機、Thomson、
Evertz など他社のブースでも使われてい
た。

●Christie Digital Systems
　大画面用プロジェクターで世界的に大き
なシェアを持つChristie Digital Systems
は、ブース内に様々なタイプ、仕様の各種
プロジェクター、ディスプレイを展示して
いた（写39）が、同社製品はVizrt など
他社ブースでも多数使われていた。今回注
目の機種は4K高解像度ながら小型軽量化
した新製品“Boxer 4K30”で、6個の
450W水銀ランプにより、3万ルーメンの
明るさを実現している。このクラスとして
は約68kgと軽量、小型で、長寿命の上、
現場での設置、運用性も良い。4K/HD対
応で、コンサート会場や遊園地、最近流行
のプロジェクションマッピング用にも活躍
できるモデルである。
　別の機種として、HDとWUXGAに対応
する1チップタイプの“D12HD-H”は、
24kgと超軽量ながら12000ルーメンの

明るさが得られ、中小規模のホールや会議
室などに適している。その他、超短焦点レ
ンズを搭載した3LCDプロジェクターや
84インチサイズのHD対応の直視型LCD
モニター、詳細不明ながら大画面のLEDデ
ィスプレイも出展していた。さらに同社と
しては異色の製品ながら最近良く同社ブー
スで目にするソリューションで、遠隔地の
会議室や教室を結ぶ画像シェアリングシス
テム“Christy Brio”も公開されていた。

◎番組の多様化、カメラの超小型化に伴い、
最近急速に利用が高まっているドローンを
使った撮影機材が大きなテーマになってい
た。各社ブースでも多くの企業が数々の小
型カメラをドローンに装着し展示していた
が、今回は3D RoboticsエリアやDrone 
Pavilion も開設されていた。昨今のトレン
ドを反映し、セミナーも開かれ、あまり馴
染みのない多くの企業が様々なタイプの機
種を展示し（写40）、さらに危険防止のた
めの網を張った特設会場の中では実演も行
われていた（写41）。大勢の見学者を集め、
人気スポットになっていた。

写 38. 　従来映像とDolby Vision の比較

写 39. 　各種ディスプレイが並んだブース　

写 40.　各社の多種多様なドローンが並ぶ

写 41.　メッシュの中でドローンの実演


